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3
年
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
教
育
大
学
卒

業
。
筑
波
大
学
教
授
、
当
館
教
授
、
林
原
美
術
館
館

長
、
静
岡
文
化
芸
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大
学
学
長
な
ど
を
歴
任
。
現
職

は
M
I
H
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U
S
E
U
M
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長
、
当
館
名
誉
教
授
。

2
0
1
3
年
、
中
日
文
化
賞
を
受
賞
。
著
書
は
『
日

本
料
理
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歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
）、『
熊
倉
功
夫
著

作
集
』
全
7
巻
（
思
文
閣
出
版
、
刊
行
中
）
な
ど
。
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	 	 守屋毅さんとシーボルト
	 	 熊倉 功夫

 	 特集		シーボルトの日本博物館
 2  「よみがえれ！	シーボルトの日本博物館」によせて	
	 	 	園田 直子
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	 	 	野林 厚志
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	 	 	青山 宏夫
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 10  ◯◯してみました世界のフィールド 

タイ王国の展示を秋田へ	
平井 京之介

 12  みんぱくInformation

 14  想像界の生物相 

北尾重政・政美の描いた「白沢の図」	
佐々木 聡

 16    新世紀ミュージアム 

良渚博物館	
韓 敏

 18  手芸考 
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塩本 美紀

 20  ながなんぢゃ 

それも言語学者の仕事なの？	
早稲田 みか

 21 次号予告・編集後記

月刊
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民
博
の
特
別
展
は
い
つ
も
異
文
化
交
流
を
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
中
に
直
接
で
あ
れ
間
接
で
あ
れ
「
日
本
」

と
い
う
視
点
が
常
に
意
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
日
本
の

文
物
を
扱
う
展
示
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
外
か
ら
見
た
日

本
理
解
が
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
私
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
一
九
九
〇
年
に
守も

り

屋や

毅た
け
し

さ
ん

が
企
画
し
実
現
し
た「
海
を
渡
っ
た
明
治
の
民
具
　
モ
ー
ス・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
で
あ
る
。

　
守
屋
さ
ん
は
大
森
貝
塚
発
見
者
で
あ
る
お
雇
い
外
国
人

モ
ー
ス
か
ら
は
じ
ま
り
、
日
本
文
化
の
観
察
者
と
し
て
の

モ
ー
ス
、
さ
ら
に
モ
ー
ス
が
持
ち
帰
っ
た
ぼ
う
大
な
日
本
資

料
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、厳
選
さ
れ
た
モ
ー
ス・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
日
本
に
里
帰
り
さ
せ
た
。
こ
の
間
、
約

一
〇
年
の
歳
月
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
守
屋
さ
ん
が
心
血
を

そ
そ
い
だ
こ
の
展
覧
会
は
、
そ
の
後
の
、
日
本
資
料
里
帰

り
展
の
一
つ
の
規
範
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
守
屋
さ
ん
は
こ
の
展
覧
会
に
す
べ
て
を
燃
や
し
尽
く
し

た
か
の
よ
う
に
、
そ
の
終
了
と
同
時
に
末
期
癌が

ん

の
宣
告
を

受
け
、
わ
ず
か
五
〇
日
余
り
の
闘
病
の
後
、
翌
一
九
九
一
年

二
月
四
日
に
四
七
歳
の
若
さ
で
没
し
た
。

　
当
時
筑
波
大
学
に
い
た
私
は
病
院
で
何
度
か
守
屋
さ
ん

の
話
を
き
く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
後
に
私
自
身

に
深
く
関
係
す
る
会
話
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
次
は
シ
ー
ボ

ル
ト
を
や
り
た
い
」
の
一
言
だ
っ
た
。

　
私
は
守
屋
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
そ
の
ポ
ス
ト
を
埋

め
る
べ
く
民
博
に
着
任
し
た
。
そ
の
二
年
後
、
突
然
、
ボ

ン
大
学
教
授
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
先
生
か
ら
民
博
で
の

「
シ
ー
ボ
ル
ト
展
」
の
指
名
を
受
け
た
。
こ
れ
は
天
上
に
い

る
守
屋
さ
ん
の
意
志
に
違
い
な
い
と
感
じ
た
。
一
九
九
六
年

が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
誕
生
二
〇
〇
年
に
あ
た
る
の
で
、
こ
れ
を

機
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

息
子
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
加
え
て
、
父
子
が
集
め
た
日
本
資
料
の
総
合
的
な
研

究
と
里
帰
り
展
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
あ
る
。

　
特
別
展
「
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
の
み
た
日
本
」
の
開
会
式

に
私
は
特
別
な
思
い
で
一
本
の
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
た
。
そ

れ
は
守
屋
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
そ
の
年
の
秋
に
、
シ
ー
ボ
ル

ト
調
査
に
行
く
予
定
で
買
っ
て
お
い
た
ネ
ク
タ
イ
で
、
没
後

に
奥
様
の
正
子
さ
ん
か
ら
頂
戴
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
研
究
は
進
み
、
昨
年
そ

の
後
の
成
果
が
展
観
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
の
シ
ー
ボ
ル
ト
展

に
は
新
資
料
も
展
示
さ
れ
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
モ
ー
ス

や
シ
ー
ボ
ル
ト
が
、
何
を
日
本
の
中
に
発
見
し
よ
う
と
し

た
の
か
、
と
い
う
異
文
化
交
流
の
視
点
は
、
今
後
も
、
在

外
日
本
資
料
の
研
究
と
展
示
に
き
っ
と
生
か
さ
れ
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
る
。



展
示
の
概
要

江
戸
時
代
後
期
、
医
師
と
し
て
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル

ト
は
、
日
本
の
文
化
や
自
然
に
か
か
わ
る
膨
大
な
資
料

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
ち
帰
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
収
集

資
料
の
う
ち
、
一
度
目
の
来
日
時
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ラ

イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
（
オ
ラ
ン
ダ
）
に
あ
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
よ
み
が
え
れ
！ 

シ
ー
ボ

ル
ト
の
日
本
博
物
館
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目

文
化
研
究
機
構
「
日
本
関
連
在
外
資
料
の
調
査
研
究
」

の
う
ち
、「
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
関
係
資
料
を
は
じ
め
と
す

る
前
近
代
（
一
九
世
紀
）
に
日
本
で
収
集
さ
れ
た
資
料

に
つ
い
て
の
基
本
的
調
査
研
究
」
の
研
究
成
果
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
同
研
究
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
を

総
括
機
関
（
総
括
責
任
者
：
日ひ

高だ
か

薫か
お
り

教
授
）
と
し
、
平

成
二
二
年
よ
り
六
年
間
、
国
内
外
の
研
究
機
関
と
協
力

の
も
と
実
施
さ
れ
た
。

展
示
の
構
成

展
示
は
章
立
て
に
な
っ
て
お
り
、
第
一
章
「
日
本
に

魅
せ
ら
れ
た
男
、
シ
ー
ボ
ル
ト
」
で
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の

生
い
立
ち
か
ら
、
二
度
に
わ
た
る
来
日
の
経
緯
を
概
説

す
る
。
第
二
章
は
「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
研
究
」
で
あ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
長
崎
郊
外
の
鳴な
る

滝た
き

に
学
塾
を
開
き
、
西

洋
医
学
を
教
え
る
一
方
、
門
人
や
知
人
の
協
力
の
も
と
、

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
大
陸
博
物
館
（
ド

イ
ツ
）
所
蔵
の
シ
ー
ボ
ル
ト
二
度
目
の
来
日
時
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
、お
よ
び
、シ
ー
ボ
ル
ト
の
末ま
つ

裔え
い
に
あ
た
る
フ
ォ

ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
家
所
蔵

の
関
係
資
料
を
と
お
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
実
際
に
お
こ
な
っ
た
日
本
展
示
を
一
五
〇
年
ぶ
り
に

よ
み
が
え
ら
せ
る
。

本
展
示
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
も
参
加
し
た
人
間

日
本
の
自
然
や
文
化
に
関
す
る
資
料
や
情
報
を
収
集
し

た
。そ
の
成
果
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
出
版
さ
れ
た『
日
本
』『
日

本
植
物
誌
』『
日
本
動
物
誌
』
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
第
三
章
「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
展
示
と
民
族
学
博

物
館
構
想
」
で
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
展
示
の
沿
革
を
、

一
八
三
二
年
の
ラ
イ
デ
ン
の
自
宅
で
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公

開
、
一
八
六
三
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
産
業
振
興
会
館
、

一
八
六
四
年
の
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
（
シ
ー
ボ
ル
ト
の
生
ま

れ
故
郷
）
の
マ
ッ
ク
ス
職
業
学
校
、
一
八
六
六
年
の
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
王
宮
庭
園
に
面
し
た
宮
殿
内
北
部
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
順
で
ま
と
め
る
。
第
四
章
「
よ
う
こ
そ
シ
ー
ボ

ル
ト
の
日
本
博
物
館
へ
」
で
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の

展
示
を
、
当
時
の
雑
誌
記
事
の
イ
ラ
ス
ト
か
ら
再
現
を

試
み
た
。
ま
た
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
催
さ
れ
た
シ
ー
ボ
ル

ト
最
後
の
日
本
展
示
を
、
長
男
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
作

成
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
を
も
と
に
、
展
示
の
順
序
、

展
示
ケ
ー
ス
の
区
切
り
を
で
き
る
か
ぎ
り
尊
重
し
な
が

ら
復
元
す
る
。
最
終
の
第
五
章
「
日
本
研
究
者
シ
ー
ボ

ル
ト
の
最
期
」
で
は
、
再
渡
来
を
熱
望
し
な
が
ら
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
で
七
〇
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
最
期

を
扱
う
。

み
ん
ぱ
く
で
の
展
示
の
工
夫

本
展
示
は
ド
イ
ツ
か
ら
の
借
用
資
料
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
海
外
か
ら
の
借
用
資
料
の
展
示
に
お
い
て
は
、

欧
米
の
気
候
条
件
（
基
準
）
を
も
と
に
、
温
度
設
定
は

年
間
と
お
し
て
一
八
℃
〜
二
二
℃
に
決
め
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
近
年
、
保
存
科
学
に
お
い
て
、
環
境
問

題
へ
の
配
慮
か
ら
空
調
の
費
用
対
効
果
が
問
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
作
品
を
安
全
に
管
理
す
る
こ
と
は
当
然

な
が
ら
、
当
該
国
の
気
候
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
ど
の

よ
う
な
温
度
設
定
が
現
実
的
か
つ
持
続
可
能
な
選
択
と

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
み
ん
ぱ
く
で
は
、
展
示
期
間
が
夏

か
ら
初
秋
と
い
う
、
も
っ
と
も
暑
い
時
期
に
重
な
る
。

そ
こ
で
、
外
気
温
が
高
い
う
ち
は
温
度
設
定
を
二
五
℃

と
し
、
涼
し
く
な
る
に
つ
れ
て
週
に
〇
・
五
℃
ず
つ
下

げ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
漆
工
芸
な
ど
湿
度
の
変
動

に
と
く
に
注
意
を
要
す
る
作
品
に
お
い
て
は
、
展
示

ケ
ー
ス
内
を
ア
ル
ミ
箔は
く

で
養
生
し
て
密
閉
性
を
上
げ
た

う
え
で
調
湿
剤
を
併
用
し
、
内
部
の
湿
度
変
動
を
抑
え

る
工
夫
を
し
て
い
る
。

開
館
四
〇
周
年
記
念
特
別
展
「
よ
み
が
え
れ
！ 

シ
ー

ボ
ル
ト
の
日
本
博
物
館
」
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
母
国
に

残
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
里
帰
り
展
で
あ
る
。
シ
ー
ボ

ル
ト
が
ど
の
よ
う
に
日
本
を
展
示
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
か
、
当
時
の
先
端
を
い
く
シ
ー
ボ
ル
ト
の
民
族
学
博

物
館
構
想
の
一
端
に
ふ
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

「
よ
み
が
え
れ
！ 

シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
博
物
館
」
に
よ
せ
て

民
博 

人
類
基
礎
理
論
研
究
部

園そ
の

田だ 

直な
お

子こ

昨
年
七
月
か
ら
千
葉
、
東
京
、
長
崎
、
名
古
屋
を
巡
回
し
た
「
よ
み
が
え
れ
！ 

シ
ー

ボ
ル
ト
の
日
本
博
物
館
」。
シ
ー
ボ
ル
ト
没
後
一
五
〇
年
を
記
念
し
た
こ
の
展
示
が
、

八
月
一
〇
日
か
ら
つ
い
に
み
ん
ぱ
く
に
や
っ
て
く
る
。
当
館
で
は
開
館
四
〇
周
年
記

念
特
別
展
と
し
て
開
催
す
る
こ
の
展
示
の
魅
力
を
、
展
示
実
行
委
員
が
紹
介
す
る
。

特集

の

博
本
日

館
物

花鳥図衝立
アムステルダムでの展示を紹介した雑誌記事のイラスト中央に置かれた衝立
ミュンヘン五大陸博物館蔵　©Museum Fünf Kontinente, Munich （MFK）

鳴滝の家屋模型
シーボルトが日本人門人を集めて講義を
おこなった家屋の模型
ミュンヘン五大陸博物館蔵　
©Museum Fünf Kontinente, Munich （MFK）

フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト著『日本からの公開状』 
シーボルトとその長男アレクサンダー
ミュンヘン五大陸博物館蔵　©Museum Fünf Kontinente, Munich （MFK）

展示ケース内の湿度を調湿剤とアルミ箔養生により一定に
たもつ実検の様子（2017年）
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民
博 

学
術
資
源
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

野の

林ば
や
し 

厚あ
つ

志し

観
察
さ
れ
た
自
然
と
文
化
の
か
た
ち

貝之図
ミュンヘン五大陸博物館蔵　©Museum Fünf Kontinente, Munich （MFK）

鯨之図 
ミュンヘン五大陸博物館蔵　©Museum Fünf Kontinente, Munich （MFK）

れ
方
を
教
え
て
く
れ
る
点
で
も
じ
つ
に
興
味
深
い
。
日

常
的
に
は
長
崎
の
出
島
で
の
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
一
八
二
六
年
に
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館

長
が
恒
例
の
江
戸
参
府
を
す
る
際
に
医
師
と
し
て
同
行

を
許
さ
れ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
「
稀
な
る
く
じ
を
引
き

当
て
た
」
と
大
喜
び
し
て
こ
の
貴
重
な
旅
に
臨
ん
だ
。

長
崎
以
外
の
土
地
の
自
然
を
体
験
す
る
絶
好
の
機
会

だ
っ
た
か
ら
だ
。
果
た
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
普
段
は

手
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
数
多
く
の
動
植
物
の
資
料

を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

帰
り
道
の
大
阪
で
は
、
ヤ
ギ
、
カ
モ
シ
カ
、
ク
マ
、

雄
シ
カ
、
サ
ル
、
タ
ヌ
キ
を
生
き
た
ま
ま
売
る
店
が
あ
り
、

オ
オ
カ
ミ
や
ヤ
マ
イ
ヌ
を
同
じ
店
で
買
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
記
録
を
残
し
て
い
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
は

「
黒く
ろ

焼や
き

」、
い
わ
ゆ
る
滋
養
剤
を
販
売
す
る
店
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
野
生
動
物
が
当
時

の
大
阪
の
市
中
で
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る

人
間
と
動
物
と
の
関
係
を
歴
史
的
に
と
ら
え
て
い
く
う

え
で
大
切
な
情
報
で
も
あ
る
。

さ
ら
け
だ
さ
れ
た
日
本
の
姿

シ
ー
ボ
ル
ト
は
他
の
研
究
者
と
協
力
し
て
後
に
一
七

年
の
歳
月
を
重
ね
て
、
大
著
『
日
本
動
物
誌
』（
フ
ァ
ウ

ナ・ヤ
ポ
ニ
カ
）を
著
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
に
シ
ー

ボ
ル
ト
が
懸
命
に
収
集
し
た
資
料
は
じ
つ
に
六
四
〇
〇

点
あ
ま
り
に
お
よ
ぶ
。
そ
れ
ま
で
貧
弱
だ
と
い
わ
れ
て

き
た
日
本
の
動
物
相
が
じ
つ
は
豊
富
で
あ
る
こ
と
や
先

行
の
研
究
で
報
告
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
動
物
種
が

実
際
に
は
生
息
し
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
、
新
種
の
記

載
な
ど
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
自
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
で
確
認
し

た
資
料
に
基
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
日
本
の
動
物
相

が
国
際
的
な
学
界
の
な
か
で
注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
転
機
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

動
植
物
研
究
を
進
め
る
う
え
で
、生
体
や
標
本
と
い
っ

た
実
体
の
あ
る
も
の
、
実
物
に
こ
だ
わ
っ
た
シ
ー
ボ
ル

ト
は
、
日
本
に
住
む
人
び
と
、
日
本
の
文
化
を
と
ら
え

る
た
め
に
、
や
は
り
形
あ
る
も
の
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
い

ま
だ
人
類
学
と
い
う
学
問
は
方
法
論
を
含
め
て
成
熟
を

み
て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
収
集
さ
れ
た
資

料
か
ら
描
か
れ
た
日
本
の
「
文
化
相
」
と
は
い
っ
た
い

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
を
見
つ

け
だ
す
の
も
特
別
展
「
よ
み
が
え
れ
！ 

シ
ー
ボ
ル
ト
の

日
本
博
物
館
」
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。

※
参
考
文
献

上
野
益
三
著
『
日
本
動
物
学
史
』（
八
坂
書
房
、
一
九
八
七
年
）

石
山
禎
一
他
編
『
新
・
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
』（
八
坂
書
房
、二
〇
〇
三
年
）

江
戸
の
博
物
学
ブ
ー
ム

シ
ー
ボ
ル
ト
は
日
本
の
動
物
学
、
植
物
学
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
シ
ー
ボ
ル
ト
自

身
に
博
物
学
的
な
素
養
や
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き

い
が
、
同
時
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
滞
在
し
た
こ
ろ
の
日

本
が
、
少
な
か
ら
ぬ
人
び
と
が
博
物
学
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
時
の
利
を
得
て
い
た
。

江
戸
の
博
物
学
ブ
ー
ム
は
、
貝か
い

原ば
ら

益え
き

軒け
ん

や
稲と
う

若じ
ゃ
く

水す
い

と

い
っ
た
人
た
ち
が
中
国
の
医
学
、
薬
学
で
あ
る
本ほ
ん

草ぞ
う

学

を
、
日
本
で
普
及
、
発
展
さ
せ
た
一
七
世
紀
後
半
を
経
て
、

一
八
世
紀
前
半
の
享
保
の
改
革
の
こ
ろ
に
お
こ
な
わ
れ

た
物
産
調
査
が
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
内
で
の
産
業
が
奨
励
さ
れ
、
各
藩
は
地
元
で
と
れ

る
生
態
資
源
、
生
産
物
を
調
べ
上
げ
て
い
く
。
例
え
ば
、

動
物
で
は
、
魚
類
、
貝
類
、
鳥
類
、
獣
類
、
虫
類
、
蛇

類
の
目
録
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
延
長
線
上

に
自
然
の
事
物
を
記
録
し
て
い
く
と
い
う
博
物
学
的
関

心
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

動
植
物
体
を
標
本
資
料
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
そ

れ
ほ
ど
あ
た
り
ま
え
で
は
な
か
っ
た
当
時
の
日
本
に
お

い
て
、
記
録
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
絵
画
で
あ
る
。
対

象
を
視
覚
的
に
記
録
す
る
た
め
の
有
効
な
方
法
だ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
盛
ん
に
描
か
れ

た
「
虫
ち
ゅ
う

譜ふ

」
と
よ
ば
れ
る
昆
虫
の
図
譜
、
中
国
か
ら
長

崎
を
経
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
細
密
描
法
を
駆
使
し
て

描
か
れ
た
「
花
鳥
画
」
は
、
円ま
る

山や
ま

応お
う

挙き
ょ

や
伊い

藤と
う

若じ
ゃ
く

冲ち
ゅ
うら

に
よ
る
、
今
も
我
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
芸
術
作
品

だ
け
で
な
く
、
日
本
の
動
物
相
の
実
態
や
当
時
の
動
物

観
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
る
生
き
物
の

図
譜
の
礎
と
な
っ
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
の
博
物
学
研
究

こ
う
し
た
、
日
本
に
お
け
る
記
述
的
、
記
載
的
な
動

物
の
記
録
の
あ
り
か
た
と
対
照
的
で
あ
っ
た
の
が
、シ
ー

ボ
ル
ト
の
自
然
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
シ
ー
ボ

ル
ト
は
形
あ
る
も
の
に
執
着
し
た
。
動
植
物
の
個
体
を

買
い
求
め
、
そ
れ
ら
を
研
究
用
の
標
本
や
剥は
く

製せ
い

に
し
た

り
、
と
き
に
は
飼
育
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
送
っ
た
り
し
た
。

こ
れ
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
自
然
研
究
が
、
系
統
学
、
分

類
学
と
い
う
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
学
問
体
系

の
な
か
で
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
ひ
と
つ
の
理
由
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
分
類
学
は
基
本
的
に
は

動
植
物
の
形
態
の
比
較
研
究
を
と
お
し
て

進
め
ら
れ
る
。
実
物
標
本
は
そ
う
し
た
研

究
の
た
め
の
一
次
資
料
と
し
て
不
可
欠
な
存

在
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
標
本
を
収
集
し

資
料
化
す
る
た
め
の
費
用
は
当
時
の
オ
ラ

ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
総
督
府
か
ら
日
本
に
お

け
る
博
物
学
研
究
費
と
し
て
支
給
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
が
残
し
た
動
物
標
本
の
収

集
記
録
は
、
当
時
の
日
本
の
動
物
の
扱
わ

シーボルト『日本』扉絵の原画
（フォン・ブランデンシュタイン=ツェッペリン家蔵　
Brandenstein-Zeppelin Family Archives）
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意
味
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
記
載
は
、
本

来
の
伊
能
図
に
も
「
カ
ナ
書
き
伊
能
特
別
小
図
」

に
も
な
い
。

で
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
の
地
理
情
報
を
ど
こ

か
ら
手
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
じ
つ
は
、
伊

能
図
に
は
、
こ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
幕
府
に
提

出
さ
れ
た
『
大
日
本
沿
海
実
測
録
』
と
い
う
測
量

記
録
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
伊
能
が
測
量
し
た
道

筋
ご
と
に
地
名
、
里
程
、
緯
度
な
ど
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
経
度
の
記
載
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
高
橋
は
、
そ
の
測
量
記
録
か
ら
主
要

な
都
市
を
選
び
出
し
、
街
道
ご
と
で
あ
る
た
め
に

錯さ
く

綜そ
う

し
て
い
た
記
述
を
整
理
し
て
、『
地
勢
提
要
』

（
一
八
二
四
年
跋ば
つ

）
を
自
ら
ま
と
め
て
い
た
。
そ
の

際
、
伊
能
図
を
使
っ
て
図
上
計
測
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
京
都
を
零
度
と
し
た
経
度
を
自
ら
割
り
出
し

て
収
録
し
て
い
た
。

い
ま
、
北
九
州
の
四
都
市
に
つ
い
て
、K

rt-22

と
『
地
勢
提
要
』
の
記
述
を
比
べ
て
み
る
と
、
両
者

の
数
値
は
完
全
に
一
致
す
る
（
表
を
参
照
）。
た
し

か
に
、K

rt-22

に
は
、
岬
や
島と
う

嶼し
ょ

な
ど
に
つ
い
て

は
海
上
か
ら
で
も
計
測
で
き
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
に
よ
っ
て
計
測
さ
れ
た
緯
度
と
経
度
が
記
載
さ

れ
た
地
点
も
あ
る
。
し
か
し
、
国
内
の
主
要
な
都
市

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
四
都
市
以
外
で
も
、
緯
度
と

経
度
が
『
地
勢
提
要
』
の
数
値
と
完
全
に
一
致
す
る
。

つ
ま
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
高
橋
の
『
地
勢
提
要
』

に
収
録
さ
れ
た
緯
度
と
経
度
を
利
用
し
て
い
た
の

だ
。
主
要
な
都
市
だ
け
が
選
び
出
さ
れ
、
記
述
が

整
理
さ
れ
、
あ
ら
た
に
地
理
情
報
が
付
加
さ
れ
て
編

集
さ
れ
た
『
地
勢
提
要
』
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
と
っ

て
有
用
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

地
理
学
者
高
橋
景
保
の
役
割

こ
の
よ
う
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
手
に
入
れ
た
日
本

の
地
理
情
報
に
は
、
高
橋
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い

た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
国
禁
を
犯
し
て
ま
で
の
行

為
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
地
図
を
受
け
渡
し
た
だ
け

の
単
な
る
仲
介
者
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
伊

能
図
や
そ
の
測
量
記
録
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
地

理
情
報
を
、
高
橋
は
む
し
ろ
主
体
的
に
補
い
、
シ
ー

ボ
ル
ト
は
そ
れ
を
実
際
に
利
用
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト

が
手
に
入
れ
た
日
本
の
地
理
情
報
と
は
、
地
理
学
者

高
橋
の
所
産
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

青あ
お

山や
ま 

宏ひ
ろ

夫お

シ
ー
ボ
ル
ト
が
手
に
入
れ
た
日
本
の
地
理
情
報

発
見
！ 

シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
日
本
地
図

一
八
二
八
（
文
政
一
一
）
年
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

医
師
と
し
て
の
仕
事
や
日
本
調
査
の
任
務
を
終
え
て

帰
国
の
準
備
を
す
す
め
て
い
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ

ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
幕
府
天
文
方
の

高
橋
景か
げ

保や
す
か
ら
手
に
入
れ
た
国
家
機
密
の
日
本
地
図

を
、
国
外
に
も
ち
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
が
幕

府
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
そ
の
日
本
地
図
は
没

収
さ
れ
て
し
ま
う
。
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
「
カ
ナ
書
き
伊い

能の
う

特
別
小
図
」
は
、

そ
の
没
収
地
図
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
と

き
シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
れ
を
密
か
に
写
し
と
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
ち
帰
っ
て
い
た
。
従
来
の
地
図
に
比
べ

て
日
本
列
島
の
形
態
が
格
段
に
正
確
に
な
っ
た
日
本

地
図
を
彼
が
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
そ
れ

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、

シ
ー
ボ
ル
ト
が
こ
の
日
本
地
図
を
写
し
た
と
い
う
確

か
な
証
拠
は
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
を
中
心
に
し
て

実
施
し
た
人
間
文
化
研
究
機
構
の
共
同
研
究
で
、

シ
ー
ボ
ル
ト
の
末ま
つ

裔え
い

で
あ
る
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
家
（
ド
イ
ツ
）
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
の
所
持
品
の
な
か

か
ら
、「
カ
ナ
書
き
伊
能
特
別
小
図
」
に
関
係
す
る

日
本
地
図
五
点
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
か

で
も
、
資
料
番
号K

rt-22

（
特
別
展
で
展
示
中
）

とK
rt-26

の
二
点
は
特
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

が
「
カ
ナ
書
き
伊
能
特
別
小
図
」
の
写
し
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
特
別
展
や
そ
の
図
録
で
実
証
し
て

い
る
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
に
譲
り
た
い
が
、
た
だ
こ

こ
で
は
、
そ
の
「
カ
ナ
書
き
伊
能
特
別
小
図
」
が
、

伊
能
忠た
だ

敬た
か
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
伊
能
図
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
高
橋
の
手
が
加
え
ら
れ
た
編
集
図
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
と
か
く
伊
能
図
に
目
を

奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
手
に
入
れ
た
日

本
の
地
理
情
報
に
は
、
高
橋
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た

情
報
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

緯
度
と
経
度
の
情
報
源

さ
て
、K

rt-22

に
は
、
主
要
な
都
市
の
い
く
つ

か
に
地
名
と
と
も
に
緯
度
と
経
度
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
和
歌
山
に
は
「W

akajam
a　

34˚13

′30

″　0˚34

′30

″」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
和

歌
山
の
緯
度
が
北
緯
三
四
度
一
三
分
三
〇
秒
、
経

度
が
京
都
（
西
三
条
台
改
暦
所
）
を
零
度
と
し
た

と
き
に
西
経
零
度
三
四
分
三
〇
秒
で
あ
る
こ
と
を

Krt-22における北九州の4都市
（フォン・ブランデンシュタイン=ツェッペリン家蔵　
Brandenstein-Zeppelin Family Archives）

『地勢提要』に記載された
北九州の諸都市
（国立歴史民俗博物館蔵
H-110-5-89-1 秋岡武次郎
古地図コレクションのう
ち『地勢提要』より。筆者
撮影）

Krt-22と『地勢提要』の比較

大分（府内）福岡

Krt-22 『地勢提要』

地 名 緯 度 経 度 地 名 緯度（極高） 経 度

福岡 Fukuwoka 33.35.30 5.20 福岡簀子町 三十三度三十五分半 西五度二十分

柳川 Janagawa 33.10 5.18. 柳河瀬高町 三十三度一十分 西五度一十八分

大分 (府内 ) Funai 33.°14　30. 4.5.30 府内桜町 三十三度一十四分半 西四度五分半

佐賀 Saga 33°15′B 5°22′L 佐賀呉服町 三十三度一十五分 西五度二十二分

※これら4都市の緯度と経度について、当時の計測地点の位置を考慮して現代の数値と比較すると、平均して緯度で約15秒、経度で約2分20秒の誤差がある。
　距離にしてそれぞれ約450メートル、約3700メートル程度である。

6   7    2017年 8月号



館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数

は
合
わ
せ
る
と
一
〇
〇
点
を
超
え
る
。

そ
し
て
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）

年
〜
六
二
（
文
久
二
）
年
の
第
二

回
目
の
来
日
時
に
も
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
ア
イ
ヌ
資
料
を
収
集
し
た
。

そ
れ
ら
は
ド
イ
ツ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の

五
大
陸
博
物
館
（
旧
民
族
学
博
物

館
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
彼
の

関
心
が
江
戸
時
代
当
時
の
日
本
文

化
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、

同
時
代
の
ア
イ
ヌ
文
化
（
当
時
の

「
蝦
夷
地
」
の
文
化
）
に
も
大
き
な

関
心
を
も
っ
て
い
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
、
最
初
の
収
集

一
回
目
の
来
日
で
の
収
集
は
、
ラ
イ
デ
ン
の
博
物

館
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
や
彼
の
主
著
で
あ
る
『
日

本
』（
原
著
は
一
八
三
七
年
刊
行
）
の
記
述
か
ら
、
か

な
り
体
系
的
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
そ
の
第
七
巻
の
一
九
図
に
は
、
弓
矢
、

矢
筒
の
よ
う
な
狩
猟
用
具
、
小
刀
、
さ
じ
、
皿
、
椀わ
ん

な
ど
の
食
器
、
キ
セ
ル
と
た
ば
こ
入
れ
、
バ
ス
ケ
ッ

数
連
で
あ
る
。
ま
た
、
幕
末
の
画
家
早は

や

坂さ
か

文ぶ
ん

嶺れ
い

が
ア

イ
ヌ
の
人
々
の
姿
や
活
動
を
描
い
た
絵
画
三
点
、
北
海

道
や
千
島
列
島
、
サ
ハ
リ
ン
が
含
ま
れ
た
幕
末
に
刊

行
さ
れ
た
地
図
も
ア
イ
ヌ
関
連
の
資
料
で
あ
る
。
そ
の

ほ
か
ア
イ
ヌ
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
資
料
に
は

か
ご
や
笠か
さ

、
ハ
マ
ニ
ン
ニ
ク
製
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
同
じ
と
き
に
収
集
さ
れ
た

日
本
資
料
と
と
も
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
五
大
陸
博
物
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
収
集

シ
ー
ボ
ル
ト
の
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
関
心
に
は
、
日

本
文
化
の
民
族
学
的
な
理
解
の
た
め
の
手
が
か
り
と

い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
よ
り
深
化
さ
せ

た
の
が
次
男
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル

ト
だ
っ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
在
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
公
使
館
職
員
と
し
て
一
八
六
九
年

の
初
来
日
か
ら
一
八
九
六
年
に
最
終
的
に
帰
国
す
る

ま
で
、
兄
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
と
も
に
三
〇
年
近

く
に
わ
た
っ
て
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
と
の

関
係
強
化
に
貢
献
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
日
本
文
化

の
起
源
に
関
心
を
も
ち
、
大
森
貝
塚
の
発
掘
に
従
事

し
た
ほ
か
、
北
海
道
で
ア
イ
ヌ
資
料
の
収
集
も
お
こ

な
い
、
日
本
に
考
古
学
や
人
類
学
、
民
族
学
を
紹
介

す
る
と
い
う
役
割
も
は
た
し
た
。
彼
が
収
集
し
た
資

料
の
多
く
は
ウ
ィ
ー
ン
の
世
界
文
化
博
物
館
（
旧
民
族

学
博
物
館
）
に
収
蔵
さ
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
七
〇
〜

八
〇
点
の
ア
イ
ヌ
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
家
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
と
ハ

イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
二
代
に
わ
た
っ
て
ア
イ
ヌ
文
化
に
大

き
な
関
心
を
払
っ
て
き
た
。
父
親
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
一
八
二
三
（
文

政
六
）
年
〜
二
八
（
文
政
一
一
）
年
の
第
一
回
目
の
来

日
時
に
数
多
く
の
ア
イ
ヌ
資
料
を
収
集
し
た
。
そ
の

多
く
が
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
に
あ
る
国
立
民
族
学

博
物
館
と
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
の
国
立
民
族
学
博
物

ト
（
ハ
マ
ニ
ン
ニ
ク
の
茎
を
コ
イ
ル
状
に
編
ん
だ
も

の
）
や
木
製
容
器
な
ど
の
生
活
用
具
、
捧ほ
う

酒し
ゅ

篦べ
ら

（
パ

ス
ィ
）
や
行ほ
か
い器
（
シ
ン
ト
コ
）
の
よ
う
な
儀
礼
用
具
、

そ
し
て
樺
太
の
五
弦
琴
（
ト
ン
コ
リ
）
の
よ
う
な
楽

器
が
描
か
れ
て
い
る
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー

ボ
ル
ト
、『
日
本　

日
本
と
そ
の
隣
国
、
保
護
国

―
蝦
夷
・
南
千
島

列
島
・
樺
太
・
朝
鮮
・
琉
球
諸
島

―
の
記
録
集
。
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
文
書
お
よ
び
自
己
の
観
察
に
よ
る
。』、
一
九
七
九
年
、
三
五
五

ペ
ー
ジ
）。
ラ
イ
デ
ン
の
国
立
民
族
学
博
物
館
に
は
ア

イ
ヌ
の
衣
類
な
ど
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら

彼
が
生
業
・
生
活
用
具
か
ら
宗
教
用
具
や
楽
器
に
至

る
ま
で
包
括
的
に
収
集
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
彼
が
ど
こ
ま
で
芸
術
性
を
求
め
て
収
集

し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
概
し
て
工
芸
品
と

し
て
の
価
値
が
高
い
も
の
が
多
い
。
こ
の
と
き
の
収

集
品
に
は
蝦
夷
地
探
検
で
有
名
な
最も

上が
み

徳と
く

内な
い

か
ら
の

寄
贈
品
が
含
ま
れ
て
い
る
（
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
と
現
状
」
加

藤
九
祚
・
小
谷
凱
宣
編
「『
ピ
ウ
ス
ツ
キ
資
料
と
北
方
諸
民
族
文
化
の

研
究
』（
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
五
号
）、
一
九
八
七
年
、

四
二
八
ペ
ー
ジ
）。

シ
ー
ボ
ル
ト
、
二
度
目
の
収
集

幕
末
の
二
回
目
の
来
日
時
に
ア
イ
ヌ
資
料
を
収
集

し
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
一
回
目
の
来
日
時
の
収

集
に
比
べ
る
と
数

は
少
な
く
て
補
遺

と
い
っ
た
意
味
合

い
が
強
い
。
特
別

展
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
の
は
こ
の
と

き
収
集
さ
れ
た
も

の
で
、
樺
太
ア
イ

ヌ
に
特
徴
的
な
イ

ラ
ク
サ
繊
維
の
上

衣
、
オ
ヒ
ョ
ウ
の

樹
皮
繊
維
の
前
掛

け
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

状
に
つ
な
ぎ
合
わ

さ
れ
た
ガ
ラ
ス
玉

国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
設
立
準
備
室
主
幹

佐さ

さ々

木き 

史し

郎ろ
う

父
と
子
が
集
め
た
ア
イ
ヌ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

イラクサ繊維の上衣（テタラペ）
ミュンヘン五大陸博物館蔵　©Museum Fünf Kontinente, Munich （MFK）

早坂文嶺「蝦夷人家族図」
ミュンヘン五大陸博物館蔵　
©Museum Fünf Kontinente, Munich （MFK）

シーボルト『NIPPON』　「蝦夷　武器と道具」
（福岡県立図書館デジタルライブラリより）

ミュンヘンにある五大陸博物館の正面（2003年）
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○○してみました世界のフィールド

平
ひら

井
い

 京
きょう

之
の

介
すけ

　
民博 超域フィールド科学研究部

タイ王国の展示を秋田へ

ど
う
し
て
タ
イ
の
展
示
な
の
か
？

四
月
の
終
わ
り
、
秋
田
県
中
東
部
に
あ
る
美み

郷さ
と

町
と
い
う
町
を
訪
れ
た
。
今

年
一
〇
月
に
こ
ち
ら
の
学
友
館
で
「
タ
イ
王
国
文
化
展
（
仮
）」
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
わ
た
し
は
そ
の
展
示
制
作
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

ど
う
し
て
美
郷
町
で
タ
イ
文
化
展
な
の
か
。
美
郷
町
は
二
〇
二
〇
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
一
次
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
い

う
の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
し
て
日
本
の
自
治
体
と
大
会
参
加
国

と
の
交
流
を
促
そ
う
と
い
う
も
の
で
、
美
郷
町
の
相
手
が
タ
イ
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
チ
ー
ム
な
の
だ
。

ご
存
じ
な
い
方
の
た
め
に
、
も
う
少
し
説
明
し
よ
う
。
タ
イ
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
が
け
っ
こ
う
強
い
。
特
に
女
子
は
、
二
〇
一
三
年
世
界
選
手
権
シ
ン
グ
ル
ス
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
ラ
チ
ャ
ノ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ノ
ン
選
手
を
擁
す
る
な
ど
、
世
界
で

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
。
一
方
、
秋
田
に
本
拠
地
を
置
く
北
都
銀
行
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
は
日
本
リ
ー
グ
一
部
の
強
豪
チ
ー
ム
で
、
日
本
代
表
選
手
も
所
属
し
て
い

る
。
か
ね
て
か
ら
タ
イ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
と
親
交
が
あ
り
、こ
れ
が
縁
で
、

今
回
美
郷
町
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
が
実
現
し
た
と
い
う
。

こ
こ
で
ぜ
ひ
強
調
し
て
お
き
た
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
自
治
体

が
文
化
交
流
し
よ
う
と
考
え
る
の
は
ふ
つ
う
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
手
段
と
し
て

展
示
を
選
ぶ
と
い
う
の
は
か
な
り
珍
し
い
。
博
物
館
関
係
者
と
し
て
は
涙
が
出

る
。

美
郷
と
い
う
町

展
示
を
使
っ
て
の
交
流
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
展
示
さ
れ
る
側
だ
け
で
な

く
展
示
を
見
る
美
郷
町
の
人
び
と
の
こ
と
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
ま
ず
は
美
郷
町
の
歴
史
民
俗
資
料
館
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
こ
の

わ
ら
細
工
展
示
室
は
圧
巻
で
あ
る
。
五
〇
年
く
ら
い
前
の
も
の
だ
そ
う
だ
が
、

精
巧
に
作
ら
れ
て
い
て
、
保
存
状
態
も
か
な
り
よ
い
。
そ
の
一
部
は
秋
田
県
指

東南アジアについて研究・展示をおこなっている筆者。展示制作の協力
を依頼され、秋田に向かった。タイと日本のかけ橋となろう文化展にみん
ぱくの収蔵資料をどのように活かせるか、秋田という地から考えてみた。

定
有
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。
民
俗
展
示
室
に
は
、
小
学
生
が
描
い
た

風
景
画
を
背
景
に
、
か
つ
て
町
で
使
用
さ
れ
た
米
作
り
道
具
が
季
節
ご
と
に
展

示
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
の
豊
か
な
稲
作
文
化
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
か
ら
六
郷
地
区
の
湧
水
群
を
見
て
回
っ
た
。
美
郷
町
は
扇
状
地
に
あ
り
、

地
下
水
が
豊
富
に
湧
き
出
る
水
の
里
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
町
内
に

湧
水
が
一
二
六
カ
所
あ
り
、
現
在
で
も
生
活
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

き
れ
い
な
水
を
利
用
し
て
古
く
か
ら
酒
造
り
が
さ
か
ん
だ
そ
う
で
、
現
在
で
も

三
つ
の
蔵
元
が
残
っ
て
い
る
。

同
じ
地
区
に
寺
町
通
り
と
い
う
通
り
が
あ
り
、
通
り
沿
い
に
二
六
の
寺
院
が

並
ん
で
い
た
。
戦
国
時
代
に
当
地
で
町
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
た
六
郷
氏
は
仏
教

を
重
ん
じ
、
寺
院
を
手
厚
く
保
護
し
た
た
め
、
多
く
の
寺
院
が
よ
そ
か
ら
戦
乱

を
逃
れ
る
な
ど
し
て
集
ま
っ
て
き
た
と
い
う
。
現
在
で
も
町
民
の
信
仰
心
は
篤あ
つ

い
と
の
こ
と
で
、古
く
か
ら
の
伝
統
行
事
も
し
っ
か
り
と
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

展
示
の
構
想

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
美
郷
町
の
方
々
に
展
示
を
と
お
し
て
タ
イ
の
何
が
伝
え

ら
れ
る
か
。
こ
れ
は
か
な
り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
。

美
郷
町
は
豊
か
な
伝
統
文
化
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
地
元
の
歴
史
文
化
の

教
育
に
と
て
も
熱
心
だ
。
郷
土
文
化
と
比
較
が
で
き
る
よ
う
な
タ
イ
文
化
の
展

示
が
で
き
な
い
か
。
美
郷
町
同
様
、
タ
イ
は
稲
作
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
仏
教
に

熱
心
で
あ
る
。
熱
帯
の
タ
イ
で
水
は
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
だ
。
こ
う
し
た
切
り
口

か
ら
比
較
を
促
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
タ
イ
を
知
り
、
郷
土
を
知
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

宣
伝
に
な
り
ま
す
が
、
み
ん
ぱ
く
特
別
協
力
の
「
タ
イ
王
国
文
化
展
（
仮
）」

は
一
〇
月
一
カ
月
だ
け
の
開
催
で
す
。
お
近
く
の
皆
様
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日本、秋田

タイ

美郷町歴史民俗資料館の民俗展示室

美郷町歴史民俗資料館の入り口に立つ鐘馗様（しょうきさま）
（掲載写真はすべて2017年に撮影）

上：美郷町歴史民俗資料館のわら細工展示室
下：六郷地区の湧水群のひとつ、御台所清水

10   11    2017年 8月号



開
館
40
周
年
記
念
特
別
展

「
よ
み
が
え
れ
！ 

シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
博
物
館
」

シ
ー
ボ
ル
ト
が
終
し
ゅ
う

焉え
ん

の
地
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
残
し
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
と
お
し
、
民
族
学
博
物
館
の
父
と
も

呼
べ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
博
物
館
が
1
5
0
年
ぶ

り
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

会
期
　

8
月
10
日（
木
）〜
10
月
10
日（
火
）

会
場
　
特
別
展
示
館

み
ん
ぱ
く
映
画
会

第
37
回
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
お
み
お
く
り
の
作
法
」

孤
独
死
を
遂
げ
た
人
を
、
で
き
る
限
り
の
誠
意
を
尽

く
し
て〝
お
み
お
く
り
〞す
る
仕
事
に
臨
ん
で
き
た
民

生
係
の
ジ
ョ
ン
の
姿
を
と
お
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

生
を
歩
ん
で
き
た
人
び
と
の
尊
厳
あ
る
生
と
死
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

日
時
　

9
月
18
日（
月
・
祝
）13
時
30
分
〜
16
時

　
　
　（
13
時
開
場
）

会
場
　
本
館
講
堂（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
要
展
示
観
覧
券

※ 

入
場
整
理
券
を
当
日
11
時
か
ら
本
館
2
階
講
堂

前
に
て
配
布

み
ん
ぱ
く
秋
の
遠
足・
校
外
学
習 

 
 

事
前
見
学
＆
ガ
イ
ダ
ン
ス

秋
の
遠
足
・
校
外
学
習
に
む
け
て
事
前
見
学
に
来
館

さ
れ
る
学
校
団
体
の
先
生
方
を
対
象
と
し
た
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　

8
月
22
日
（
火
）、
25
日
（
金
）

　
　
　
14
時
〜
16
時
30
分

会
場
　
本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
ほ
か

※
参
加
無
料

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
F
A
X
に
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

国
立
民
族
学
博
物
館 

案
内
所

電
話
　

0 

6
・
6
8
7
8
・
8
3
4
1
（
10
時
〜
17
時
）

F
a
x
　
0
6
・
6
8
7
8
・
8
4
4
1

み
ん
ぱ
く
フ
ェ
ア
開
催 

今
年
で
開
館
40
周
年
を
迎
え
る
本
館
の
紹
介
や
ミ
ニ

展
示
、
楽
器
の
体
験
な
ど
、
各
種
企
画
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

会
期
　

9
月
1
日（
金
）〜 
9
月
30
日（
土
）

会
場
　 

エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ
内
の
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
す
い
た

開
館
40
周
年
記
念
・
カ
ナ
ダ
建
国
1
5
0
周
年
記
念

企
画
展

「
カ
ナ
ダ
先
住
民
の
文
化
の
力

―
過
去
、
現
在
、
未
来
」

カ
ナ
ダ
は
2
0
1
7
年
に
建
国
1
5
0
周
年
を
迎
え

ま
す
。
同
国
と
先
住
民
と
の
関
係
の
変
化
に
着
目
し

な
が
ら
、
多
様
な
先
住
民
文
化
の
歴
史
と
現
状
、
未

来
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期
　

9
月
7
日（
木
）〜
12
月
5
日（
火
）

会
場
　
本
館
企
画
展
示
場

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

10
月
1
日（
日
）

「
カ
ナ
ダ
北
西
海
岸
先
住
民
の
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
の

仮
面
を
作
ろ
う
」

10
月
22
日（
日
）

「
カ
ナ
ダ
先
住
民
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
ス
テ
ン
シ
ル
版

画
を
作
ろ
う
」

時
間
　
各
日
13
時
〜
15
時
30
分（
12
時
30
分
受
付
開
始
）

講
師
　
田
主
誠（
版
画
家
）、
岸
上
伸
啓（
本
館 

教
授
）

会
場
　
本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
、
本
館
企
画
展
示
場

※ 

要
事
前
申
込（
先
着
順
／
各
日
定
員
20
名
）、
参
加

費
5
0
0
円
、
要
展
示
観
覧
券

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
　
企
画
展
開
催
期
間
中
の
月
曜
・
木
曜
14
時
〜

会
場
　
企
画
展
示
場

※
申
込
不
要
、
要
展
示
観
覧
券

開
館
40
周
年
記
念 

 
 

「
エ
ジ
プ
ト
映
画『
ヤ
ギ
の
ア
リ
ー
と
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
』

上
映
会
」

本
作
を
と
お
し
て
、
2
0
1
1
年
の「
ア
ラ
ブ
の
春
」

以
降
、
非
常
を
日
常
と
し
て
生
き
る
エ
ジ
プ
ト
の
若

者
の
現
在
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
　

9
月
9
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時
20
分

　
　
　（
13
時
開
場
）

会
場
　
本
館
講
堂（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
要
展
示
観
覧
券

※ 

入
場
整
理
券
を
当
日
11
時
か
ら
本
館
2
階
講
堂

前
に
て
配
布

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp 友の会

●
み
ん
ぱ
く
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ご
案
内

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル「
万
博
記
念
公
園
駅
」と
み
ん
ぱ
く

の
間
の
直
通
無
料
送
迎
バ
ス
を
特
別
展「
よ
み
が
え

れ
！ 

シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
博
物
館
」の
会
期
中
に
運

行
し
ま
す
。

運
行
日
　

8
月
10
日（
木
）〜 

10
月
10
日（
火
）の

　
　
　
　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

　
　
　
　

1
日
11
往
復
、
所
要
時
間
10
分
、
無
料

運
休
日
　
平
日

※ 

万
博
記
念
公
園
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
場
合

は
臨
時
に
運
休
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

本
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
〜
17

時（
土
日
祝
を
除
く
）で
す
。

刊行物紹介

■印東 道子 著
『島に住む人類―オセアニアの楽園創世記』
臨川書店　3,200円（税別）

大航海時代に「楽園」と称賛された
オセアニアの生活風景。魚は豊富
でも狩猟採集で生活するのは難し
い島環境を積極的に改変した人び
と。自給生活の確立やネットワー
クを通した助け合いなど、島で暮
らす工夫が満載だ。世界の他地域
の島とは異なる環境条件が、オセ
アニアの島文明の開化を支えてい
たこともよくわかる。

魚形蓋物（鰹）
ミュンヘン五大陸博物館蔵
©Museum Fünf Kontinente, Munich （MFK）

大阪モノレール
万博記念公園駅発

時 国立民族学博物館
→万博記念公園駅

10  　　　　　　50

11  　　20

12  　　　 30

13  00　　 30

14  　 10　　 40

15  　 10　　 40

16  　　　 30

17  00

時 万博記念公園駅
→国立民族学博物館

10  06  　　36

11  06  　　36

12     　　　　46

13   　16  　　46

14    　　26 　　56

15  　　  26 　　56

16

17  

国立民族学博物館発

ビデオテーク新番組（2017年 7月公開）
番組番号 種別 タイトル 時間

1747

短編番組

龍ヶ崎の撞舞：茨城県龍ヶ崎市 38 分

1748 今治の継ぎ獅子：春祭りの獅子舞奉納 42 分

1749 東湖八坂神社の統人行事：秋田県潟上市天王・
男鹿市船越 35 分

1750 新築祝い：雲南省回族の家屋落成式典 24 分

1751 アラビア書道家：雲南省大理市南五里橋村の回族 27 分

1752 回族の村の生活：雲南省大理盆地のイスラム教徒 12 分 

7239 研究用映像 ネパール　楽師の村　バトゥレチョールの現在 92 分

6057 マルチメディア 息づく仮面：バリ島の仮面舞踊劇トペンと音楽 ー

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

会
場
　
本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室（
定
員
96
名
）

※
当
日
先
着
順
、
会
員
無
料（
会
員
証
提
示
）、
一
般
5
0
0
円

第
4
7
0
回
　

9
月
2
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

【
特
別
展 「
よ
み
が
え
れ
！ 

シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
博
物
館
」関
連
】

シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
が
集
め
た
ア
イ
ヌ
文
化

講
師
　
佐
々
木
史
郎

　
　
　（
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
設
立
準
備
室 

主
幹
）

ド
イ
ツ
人
の
医
師
・
博
物
学
者
で
、
一
九
世
紀
に
二
度
に
渡
っ

て
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
。
彼
の
膨
大
な
収
集
品
の
一
部
に
は
、

ア
イ
ヌ
文
化
に
関
す
る
資
料
が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が

収
集
し
た
ア
イ
ヌ
資
料
は
、
古
さ
、
種
類
の
多
さ
、
日
本
を
理

解
す
る
う
え
で
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
点
で
、

大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
の
ア
イ
ヌ
文
化

へ
の
関
心
は
、
次
男
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い

き
ま
し
た
。
親
子
二
代
に
渡
る
シ
ー
ボ
ル
ト
家
の
ア
イ
ヌ
資
料

収
集
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
4
7
1
回
　
10
月
7
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

【
企
画
展「
カ
ナ
ダ
先
住
民
の
文
化
の
力

―
過
去
、
現
在
、
未
来
」関
連
】

カ
ナ
ダ
先
住
民
と
建
国
一
五
〇
年

―
北
西
海
岸
先
住
民
を
事
例
に

講
師
　
岸
上
伸
啓（
本
館 

教
授
）

建
国
一
五
〇
年
を
迎
え
る
、
多
文
化
主
義
の
国
カ
ナ
ダ
。
こ
の

一
五
〇
年
は
、
先
住
民
に
と
っ
て
、
国
家
と
の
政
治
的
な
対
立

と
妥
協
を
繰
り
返
し
た
時
代
で
し
た
。
伝
統
的
な
生
活
か
ら
切

り
離
さ
れ
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
先
住
民
は
一
貫
し
て
そ
れ
ら

の
継
承
や
復
興
に
努
め
、
固
有
の
権
利
を
主
張
し
続
け
て
き
ま

し
た
。
一
方
で
、
先
住
民
が
欧
米
人
と
毛
皮
交
易
を
行
っ
た
結

果
、
伝
統
的
儀
礼
が
大
規
模
化
し
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

カ
ナ
ダ
先
住
民
の
一
五
〇
年
を
、
北
西
海
岸
先
住
民
の
事
例
に

照
ら
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※ 

両
講
演
会
と
も
、
終
了
後
に
講
師
の
案
内
の
も
と
、　
展
示

見
学
会
を
お
こ
な
い
ま
す（
40
分
・
一
般
参
加
は
要
観
覧
券
） 

。
みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ お問い合わせ（本館 広報係）

電話　06 - 6878 - 8560／ FAX　06 - 6875 - 0401みんぱくフェイスブック　https://www.facebook.com/MINPAKU.official
みんぱくツイッター　https://twitter.com/MINPAKUofficial

巡
回
展

「
イ
メ
ー
ジ
の
力

―
国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
さ
ぐ
る
」

会
　
期
　

9
月
3
日（
日
）ま
で

会
　
場
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館

休
館
日
　
会
期
中
無
休

主
　
催
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、

　
　
　
　
国
立
民
族
学
博
物
館
、
千
里
文
化
財
団

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時（
13
時
開
場
）

会
場
　
本
館
講
堂
　

定
員
　
4
5
0
名（
当
日
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
展
示
観
覧
券
が
必
要
で
す
）

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

第
4
7
1
回
8
月
19
日（
土
）

シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
展
示
と
博
物
学

司
会
　
園
田
直
子
（
本
館 

教
授
）

講
師
　
日
高
薫
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

教
授
）

　
　
　
野
林
厚
志
（
本
館 

教
授
）

シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
日
本
の

文
化
や
自
然
に
関
わ
る
膨

大
な
資
料
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
持
ち
帰
り
、
研
究
を
す

す
め
ま
し
た
。
シ
ー
ボ
ル

ト
の
日
本
研
究
を
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
重
要
な
位
置
を

し
め
る
漆
工
芸
か
ら
、
博

物
学
研
究
を『
日
本
動
物

誌
』か
ら
さ
ぐ
り
ま
す
。

扇散蒔絵箱（ミュンヘン五大陸博物館蔵）
©Museum Fünf Kontinente, Munich （MFK）

み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン

研
究
者
と
話
そ
う

本
館
の
研
究
者
が「
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
」「
調
査
し
て
い
る
地

域（
国
）の
最
新
情
報
」「
み
ん
ぱ
く
の
展
示
資
料
」に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
お
話
し
し
ま
す
。

8
月
6
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時
15
分
　
本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

変
化
す
る
イ
タ
リ
ア
の
結
婚

話
者
　
宇
田
川
妙
子（
本
館 

准
教
授
）

8
月
20
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時
　
本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

太
平
洋
の
探
検
家
朝
枝
利
男

―
そ
の
生
涯
と
資
料
に
つ
い
て

話
者
　
丹
羽
典
生（
本
館 

准
教
授
）

8
月
27
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時
30
分

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
↓
特
別
展
示
館

開
館
40
周
年
記
念
特
別
展「
よ
み
が
え
れ
！ 

シ
ー
ボ
ル
ト
の

日
本
博
物
館
」―
み
ん
ぱ
く
で
の
展
示
の
工
夫

話
者
　
園
田
直
子（
本
館 

教
授
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料（
要
展
示
観
覧
券
）
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［図 2］龍面獣身の白沢（『三才図会』
鳥獣 4、上海古籍出版、1988年）

［図 1］虎面鱗身の白沢（『大明会典』、国立公文書館
所蔵正徳序刊本）

想像界の生物相想像界の生物相

北尾重政・政美の描いた
「白沢の図」
日本学術振興会特別研究員 PD（大阪府立大学） 佐

さ
々
さ
木
き

 聡
さとし

資料名―版画「白獏之図」（北尾政美画）

標本番号―H0277680

地域―日本

サイズ―縦 68.3㎝×横 11.7㎝

　

近
世
で
は
も
っ
ぱ
ら
白
沢
そ
の
も
の
を
絵
に
描
い
た

0

0

0

0

0

「
白
沢
の
図
」
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
白
沢
の
図
は
、

日
本
に
も
伝
来
し
、
特
に
江
戸
時
代
に
広
く
流
行
し

た
。
家
の
壁
や
戸
に
か
け
る
か
、
小
さ
く
た
た
ん
で

懐
中
す
れ
ば
、
悪
し
き
モ
ノ
ノ
ケ
の
禍
か
ら
逃
れ
ら

れ
る
と
信
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

右
頁
右
に
掲
げ
た
北き
た

尾お

政ま
さ

美よ
し

（
一
七
六
四
〜
一
八

二
四
年
）
の
摺す

り
物
（
柱
絵
）
も
そ
う
し
た
江
戸
の

白
沢
の
図
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
人
面
牛
身
に
、
額
と

両
脇
を
合
わ
せ
て
九
つ
の
眼
を
も
つ
と
い
う
異
形
は
、

江
戸
で
流
行
し
た
典
型
的
な
白
沢
の
姿
で
あ
る
。
本

場
中
国
で
は
、
虎こ

面め
ん

鱗り
ん

身し
ん
（
図
１
参
照
）
や
龍
面
獣

身
（
図
２
参
照
）
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

日
本
で
は
江
戸
時
代
に
は
人
面
牛
身
の
白
沢
が
広
く

親
し
ま
れ
た
。 

 
 

 

 
 

 
 

 

♦
♦
♦ 

政
美
と
白
沢
の
図 

♦
♦
♦

北
尾
政
美
は
鍬く
わ

形が
た

蕙け
い

斎さ
い
の
名
で
も
知
ら
れ
る
浮

世
絵
師
で
あ
り
、
は
じ
め
北き
た

尾お

重し
げ

政ま
さ

に
師
事
し
て
、

後
に
狩か

野の
う

惟こ
れ

信の
ぶ
の
門
人
と
な
っ
た
。
師
の
重
政
も
若

く
し
て
白
沢
を
描
い
て
お
り
（
右
頁
左
『
絵え

本ほ
ん

荒あ
ら

獅し

山や
ま

』「
白
沢
」）、
後
に
一
枚
摺
り
で
も
売
り
出
さ
れ
た
。

ま
た
、狩
野
派
で
も
、白
沢
は
よ
く
描
か
れ
た
モ
チ
ー

フ
で
あ
り
、
各
人
の
作
品
の
ほ
か
、
伝
・
雪せ
っ

舟し
ゅ
う

筆

と
さ
れ
る
模
本
な
ど
も
残
っ
て
い
る
。
政
美
も
こ
う

し
た
先
達
に
倣
い
、
白
沢
の
姿
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
。

題
記
に
篆て
ん

書し
ょ
で
「
白
獏0

之
図
」
と
あ
る
の
は
、
伝

♦
♦
♦ 

神
獣
・
白
沢
と
『
白
沢
図
』
♦
♦
♦

『
瑞ず
い

応お
う

図ず

』
と
い
う
書
物
に
よ
れ
ば
、
黄こ
う

帝て
い
と
い
う

伝
説
の
王
が
巡
行
の
お
り
、
白は
く

沢た
く

な
る
神
獣
と
出
会

い
、
悪
し
き
モ
ノ
ノ
ケ
の
禍
わ
ざ
わ
いか
ら
人
び
と
を
救
う
た

め
の
知
識
を
授
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
伝
説
に

よ
り
書
か
れ
た
の
が
、
モ
ノ
ノ
ケ
の
知
識
を
詰
め
込

ん
だ
書
物
『
白は
く

沢た
く

図ず

』
で
あ
る
。
こ
の
本
は
北
宋
ご

ろ
ま
で
現
存
し
て
い
た
が
、
後
に
散さ
ん

佚い
つ

し
て
し
ま
い
、

説
上
の
動
物
で
あ
る
「
獏ば

く
」
と
「
白
沢
」
が
し
ば
し

ば
同
じ
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
洒し
ゃ

落れ

で
つ
け

た
も
の
だ
ろ
う
。
白は
く

楽ら
く

天て
ん

の
「
獏ば
く

屏び
ょ
う

賛さ
ん

」
に
「
そ

の
皮
に
寝
れ
ば
瘟え
や
みを
辟さ

け
、
そ
の
形す
が
たを
図え
が
け
ば
邪
を

辟
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
獏
も
ま
た
病
や
邪
を
退
け

る
と
さ
れ
た
。
白
沢
＝
獏
と
い
う
俗
説
も
こ
う
し
た

辟へ
き

邪じ
ゃ

獣じ
ゅ
うと

し
て
の
共
通
点
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
説
は
江
戸
の
随
筆
で
も
し
ば
し
ば
と
り
上
げ
ら

れ
た
が
、
中
国
で
も
、
例
え
ば
元げ
ん
の
時
代
に
熊ゆ
う

忠ち
ゅ
うが

著
し
た
『
古こ

今こ
ん

韻い
ん

会か
い

挙き
ょ

要よ
う

』
獏
条
に
「
今
俗 

之こ
れ（

獏
）

を
白
沢
と
言
う
」
な
ど
と
あ
る
。

画
賛
は
政
美
の
作
で
は
な
く
、
元
の
類る
い

書し
ょ
『
事じ

林り
ん

広こ
う

記き

』
か
ら
の
抜
粋
だ
が
、
そ
こ
に
は
怪
異
と
そ
れ

を
起
こ
す
鬼
も
の
の
けの

名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も

怪
異
と
い
っ
て
も
、「
蛇
の
人
家
に
入
る
」
や
「
狗い
ぬ

の
人
屋
に
上の
ぼ

る
」
な
ど
、
日
常
的
で
は
な
い
が
、
稀ま
れ

に
あ
り
そ
う
な
現
象
ば
か
り
が
並
ぶ
。
こ
れ
は
現
代

語
の
「
怪
異
」
と
は
異
な
る
語
感
か
も
し
れ
な
い
が
、

む
し
ろ
前
近
代
の
東
ア
ジ
ア
で
は
こ
う
し
た
稀け

有う

な

現
象
こ
そ
が
怪
異
で
あ
り
、
大
き
な
禍
の
前
触
れ
と

し
て
恐
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

末
尾
に
述
べ
る
「
凡お
よ

そ
こ
の
怪
有
れ
ば
則
ち
鬼
の

名
を
呼
べ
。
そ
の
怪
、
忽た
ち
まち
自
滅
し
て
地
に
入
る
こ

と
三
尺
。
禍
を
転
じ
て
福
と
為
す
」
と
は
、
鬼
の
名

を
呼
ん
で
そ
の
禍
や
病
か
ら
逃
れ
る
と
い
う
古
代
の

呪
術
で
あ
り
、
い
に
し
え
の
元
祖
『
白
沢
図
』
か
ら

受
け
継
が
れ
る
辟
邪
思
想
の
系
譜
を
思
わ
せ
る
。
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最
初
の
発
掘
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
城
壁
出
土
に

い
た
る
考
古
学
調
査
の
成
果
を
展
示
し
た
コ
ー

ナ
ー
で
あ
る
。
西せ
い

湖こ

博
物
館
の
施せ

昕き
ん

更こ
う

氏
が
故

郷
の
良
渚
で
考
古
学
的
調
査
を
三
回
お
こ
な
い

（
一
九
三
六
年
一
二
月
―
一
九
三
七
年
三
月
）、
発

掘
し
た
石
器
、
陶
器
と
玉
器
を
炭
素
一
四
法
に

基
づ
い
て
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
五
〇
〇
〇
年
前

の
遺
物
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
の

ち
に
『
良
渚

―
杭
県
第
二
区
黒
陶
文
化
遺
址

初
歩
報
告
』（
浙
江
省
教
育
庁
、
一
九
三
八
年
）

を
出
版
し
、
良
渚
遺
跡
と
命
名
し
た
。

こ
の
遺
跡
で
五
〇
〇
〇
年
も
む
か
し
に
育
ま

韓
は ん

 敏
み ん

民博 超域フィールド科学研究部

良り
ょ
う

渚し
ょ

博
物
院
は
、
浙せ
っ

江こ
う

省
の
考
古
学
博
物
館

で
あ
る
（
杭こ
う

州し
ゅ
う

市
郊
外
）。
良
渚
は
町
の
名
前
で

あ
り
、
一
九
三
六
年
に
新
石
器
時
代
の
遺
跡
（
紀

元
前
三
四
〇
〇
年
―
同
二
二
五
〇
年
）
と
し
て

発
見
さ
れ
、
良
渚
文
明
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
遺
跡
区
に
建
設
さ
れ
た
こ
の
博
物

館
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
敷

地
面
積
は
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
展
示
面
積
は

四
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
収
集
、
保
存
、

研
究
、
展
示
、
教
育
の
多
機
能
を
も
っ
て
い
る
。

中
国
の
大
多
数
の
国
公
立
博
物
館
と
同
じ
よ
う

に
、
良
渚
博
物
院
も
見
学
無
料
で
、
毎
年
四
〇

万
人
が
訪
れ
る
。
常
設
展
は
考
古
学

の
研
究
成
果
を
展
示
す
る
「
発
現
求

真
」、
新
石
器
時
代
の
暮
ら
し
を
再

現
す
る
「
良
渚
古
国
」
と
「
良
渚
文

明
」
の
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。

七
〇
年
間
の
考
古
学
研
究
の
成
果

「
発
現
求
真
」
は
、
発
掘
当
時
の
新

聞
、
写
真
、
地
図
、
陶
器
・
石
器
な

ど
の
発
掘
遺
物
を
と
お
し
て
、
良
渚

遺
跡
の
発
見
と
な
る
一
九
三
六
年
の

と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
長
江
文
明

の
一
部
で
あ
る
良
渚
文
明
は
東
北
の
遼
河
文
明
、

華
北
の
黄
河
文
明
と
同
様
、
中
華
文
明
を
に
な

う
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
じ
新
石
器
時
代

の
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
、
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
、
ハ

ラ
ッ
パ
ー
文
明
を
含
む
都
市
文
明
の
ひ
と
つ
と

し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 
 

 

他
施
設
や
市
民
と
の
連
携

常
設
展
の
ほ
か
に
随
時
、
特
別
展
も
開
催
さ

れ
る
。
筆
者
が
見
学
し
た
商
周
時
代
（
紀
元
前

一
六
〇
〇
年
―
同
二
五
六
年
）
の
青
銅
器
の
特

別
展
（
河か

南な
ん

博
物
院
出
品
）
は
そ
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
来
館
者
は
黄
河
流
域
で
出
土
し
た
巨
大

な
青
銅
器
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。
案
内
し
て
く

れ
た
学
芸
員
の
話
に
よ
る
と
、
河
南
博
物
院
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
一
時
閉
館
を
利
用
し
て
、

良
渚
博
物
院
は
今
回
の
特
別
展
を
企
画
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
休
館
期
間
を
利
用
し
て
他
の

博
物
館
と
連
携
展
示
を
す
る
こ
と
は
、
民
博
の

展
示
を
考
え
る
う
え
で
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

社
会
連
携
に
関
す
る
工
夫
と
し
て
、
ま
ず
「
国

際
博
物
館
の
日
」（
五
月
一
八
日
）
が
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
国
際
博
物
館
の

日
」
と
は
、
博
物
館
の
社
会
的
な
重
要
性
に
つ

い
て
の
普
及
啓
発
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
際
博
物
館
会
議
（
I
C
O
M
）
が
一
九

七
七
年
に
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。
良
渚
博
物

院
は
、毎
年
の
五
月
を
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
マ
ン
ス
」

び
と
が
建
設
に
励
む
姿
や
武
器
を
携
え
た
兵
士

の
姿
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
五
〇
〇

〇
年
前
の
人
類
社
会
の
分
業
や
階
層
化
と
人
び

と
の
暮
ら
し
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
良
渚
文
明
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
良
渚
遺
跡
で

発
掘
さ
れ
た
遺
物
の
な
か
で
も
特
に
優
れ
た
も

の
と
さ
れ
る
玉
ぎ
ょ
く

琮そ
う

、
璧へ
き

（
祭
祀
用
あ
る
い
は
威

信
財
。
円
盤
状
で
、中
心
に
円
孔
を
も
つ
）、鉞え
つ（
権

威
の
象
徴
で
あ
る
大
型
の
斧お
の

）
の
玉
器
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
玉
器
に
は
、
可
愛
い
亀
や
小
鳥

の
装
飾
が
あ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
神
人
獣
面
紋

が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
当
館
の
学
芸
員
に
よ
る

と
、
琮
に
は
一
段
か
ら
十
段
を
超
え
る
も
の
ま

で
あ
る
。
玉
琮
の
使
い
方
は
ま
だ
不
明
だ
が
、
一

説
で
は
地
を
祀ま
つ

る
、
あ
る
い
は
祈
願
の
道
具
と

し
て
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
大
量
の
玉
器
の
出
土
は
、
良
渚
文
明
の
特
徴

れ
た
文
化
は
、
考
古
学
者
の
夏か

鼐だ
い

氏
に
よ
っ
て

一
九
五
九
年
に
「
良
渚
文
化
」
と
命
名
さ
れ
、
そ

の
後
二
〇
〇
七
年
の
良
渚
古
城
と
集
落
の
遺
跡

の
発
掘
を
経
て
、
後
継
の
研
究
者
ら
に
よ
っ
て

「
良
渚
文
明
」
と
よ
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う

学
説
が
提
起
さ
れ
た
。
展
示
場
の
ジ
オ
ラ
マ
か

ら
は
、
良
渚
遺
跡
が
東
西
一
五
〇
〇
―
一
七
〇

〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
八
〇
〇
―
一
九
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
囲い

壁へ
き

と
、
二
九
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

面
積
を
も
つ
中
国
最
大
の
古
代
都
市
遺
跡
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
水
利
施
設
群
、
祭
壇
と
城

壁
を
も
つ
古
代
都
市
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
良
渚
文
化
は
河か

姆ぼ

渡と

文
化
（
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
―
同
四
五
〇
〇
年
）

の
後
に
続
く
、
長
江
デ
ル
タ
の
新
石
器
文
化
で

あ
り
、
長
江
文
明
の
一
部
を
に
な
う
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
中
国
史
像
全
体
の
見
直
し

を
迫
る
も
の
と
な
っ
た
。

暮
ら
し
の
再
現
展
示

「
良
渚
古
国
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
絹
、
漆
器
、
玉

器
と
い
っ
た
資
料
に
加
え
、
農
耕
、
漁
猟
、
料
理
、

木
材
加
工
、
家
作
り
の
た
め
の
道
具
も
展
示
し

て
い
る
。
政
治
的
中
心
と
さ
れ
る
莫ば
く

角か
く

山ざ
ん

の
祭

壇
を
建
設
し
た
当
時
の
再
現
模
型
に
は
、
高
み

に
男
性
の
首
長
と
妻
で
あ
ろ
う
女
性
が
立
ち
、
そ

の
後
ろ
に
従
者
が
ひ
か
え
、
指
示
を
与
え
、
人

施昕更氏が1936年におこなった良渚での考古学調査の
様子を示すパネル（掲載写真はすべて2016年に撮影）

2段の玉琮の四隅には神人獣面紋の線刻装飾がなされている
（良渚遺跡から出土）

中
国
長
江
文
明
を
に
な
う
と
さ
れ
る
遺
跡
の
上
に
建
設
さ
れ
た
省
立
の
良
渚
博
物
院
。

考
古
学
調
査
の
成
果
に
基
づ
い
た
展
示
を
お
こ
な
い
、新
石
器
時
代
の
文
化
を
学
ぶ
場

と
し
て
開
館
し
た
こ
の
博
物
館
は
、市
民
や
他
館
と
連
携
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

良渚博物館
／中国

特別展にて、学芸員の陳さんがボランティア志願者に解説をおこなっている

と
し
、
周
辺
の
学
校
、
広
場
、
町
内
会
な
ど
に

出
前
の
ミ
ニ
展
示
と
授
業
を
お
こ
な
う
。

ま
た
多
く
の
市
民
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
良
渚
博
物
院
は
八
名
の
専
属
解
説
員
以
外

に
、
市
民
や
大
学
生
か
ら
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
る
。
研
修
を
受
け
て
合
格
し
た

人
が
、
来
館
者
に
案
内
解
説
を
お
こ
な
う
。
学

芸
員
の
陳
さ
ん
も
か
つ
て
こ
こ
の
志
願
者
だ
っ

た
。
浙
江
省
の
浙
江
交
通
職
業
技
術
学
院
に
在

籍
し
て
い
た
こ
ろ
の
彼
は
、
来
館
者
に
解
説
し

て
い
る
う
ち
に
博
物
館
の
仕
事
に
生
き
が
い
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
卒
業
の
後
こ
こ
に
就
職

し
た
の
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
は
、
市
民
と
博
物
館
を
つ
な
げ
る
魅

力
的
な
し
く
み
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

良渚博物院
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み
物
で
少
し
ず
つ
元
気
を
と
り
戻
し
て
き
た
。
聞
き

と
り
に
伺
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
そ
う
語
っ
た
M
さ
ん
は
、

お
土
産
に
と
エ
コ
た
わ
し
を
も
た
せ
て
く
れ
た
。

編
み
物
な
ど
手
を
使
う
作
業
は
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
と

な
り
、
心
に
傷
を
受
け
た
人
の
助
け
に
な
る
と
い
う
。

M
さ
ん
の
話
そ
の
も
の
だ
。
三
陸
沿
岸
で
は
ち
ょ
う

ど
、
人
び
と
が
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
に
移
る
時
期

だ
っ
た
。
仮
設
住
宅
に
居
残
り
が
ち
な
シ
ニ
ア
女
性

た
ち
に
手
芸
で
楽
し
み
を
作
り
、
元
気
づ
け
、
温
か

い
人
の
つ
な
が
り
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
ら
。
こ
れ

が
、テ
ー
マ
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
「
お

楽
し
み
講
座
」
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

講
座
で
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
毛
糸
で
、
ほ
ぼ
二
時
間

で
完
成
す
る
作
品
を
作
る
。
参
加
者
に
編
み
物
が
上

手
な
人
が
い
た
ら
、
教
え
る
側
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
。

参
加
者
の
あ
い
だ
で
「
こ
ん
な
ふ
う
に
集
ま
っ
た
ら

い
い
っ
ち
ゃ
ね
」
と
話
が
ま
と
ま
れ
ば
、
自
主
開
催

を
お
勧
め
し
、
毛
糸
や
編
み
図
を
と
き
ど
き
届
け
る
。

方
針
が
決
ま
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

毛
糸
の
山
と
編
み
図
を
も
っ
て
走
り
回
っ
た
。
だ
が
、

思
う
ほ
ど
簡
単
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

手
芸
が
人
を
つ
な
ぐ
ま
で

冒
頭
の
会
場
で
講
座
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
、
参
加

者
同
士
が
目
を
合
わ
せ
な
い
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

毎
回
決
ま
っ
た
席
に
座
る
と
、
毛
糸
と
編
み
図
を
受

け
と
る
や
黙
々
と
編
み
続
け
、
時
間
が
き
た
ら
さ
っ

と
帰
る
。
何
カ
月
間
も
ず
っ
と
背
中
合
わ
せ
で
編
ん

二
〇
一
三
年
春
、
気
仙
沼
。
編
み
物
講
座
開
始
前

の
会
場
は
そ
れ
は
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
お
な
じ
み
の

お
母
さ
ん
た
ち
は
平
均
年
齢
六
十
代
な
か
ば
。
こ
の

見
せ
合
い
っ
こ
の
時
間
が
楽
し
く
、
集
ま
る
時
間
が

ど
ん
ど
ん
早
く
な
っ
て
い
た
。

「
夜
中
、
目
が
覚
め
る
の
が
怖
く
て
。
一
度
、
目
が

覚
め
る
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
て
考
え
て
眠

れ
な
い
。
で
も
、そ
の
と
き
『
あ
、編
み
物
が
あ
っ
た
』

と
思
う
。
夜
中
で
も
引
っ
張
り
だ
し
て
編
む
ん
だ

よ
」。
当
時
、
編
み
物
講
座
に
参
加
し
て
く
れ
て
い

た
女
性
の
こ
と
ば
だ
。

東
日
本
大
震
災
直
後
の
二
〇
一
一
年
初
夏
、
精
神

的
な
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
気
仙
沼
の
避
難
所
で
起
き
上
が

れ
な
く
な
っ
て
い
た
八
〇
歳
の
M
さ
ん
に
、
妹
さ
ん

が
カ
ラ
フ
ル
な
毛
糸
と
か
ぎ
針
、
編
み
物
雑
誌
を
差

し
入
れ
て
く
れ
た
。
可
愛
ら
し
い
バ
ラ
の
形
の
エ
コ

た
わ
し
が
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
M
さ
ん
は
編

で
い
た
二
人
が
じ
つ
は
い
と
こ
同
士
だ
っ
た
と
後
か

ら
気
づ
い
た
と
い
う
出
来
事
も
あ
っ
た
。

被
災
に
よ
る
個
々
の
心
の
傷
は
も
ち
ろ
ん
大
き

か
っ
た
。
だ
が
、
場
に
緊
張
感
を
作
っ
て
い
た
の
は
、

被
災
の
状
況
や
支
援
の
差
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、

不
用
意
に
感
情
的
な
こ
と
ば
が
生
ま
れ
傷
つ
け
合
っ

て
し
ま
う
こ
と
の
よ
う
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
編
ん

だ
も
の
を
販
売
し
て
は
と
い
う
話
が
舞
い
込
ん
だ
こ

と
も
心
を
ざ
わ
つ
か
せ
た
。
お
金
が
絡
む
事
が
ら
は

人
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
が
違
う
。

し
ん
と
し
た
講
座
。
で
も
、
こ
の
編
み
物
の
日
を

ど
ん
な
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
か
、
こ
っ
そ
り
伝
え

東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
。
震
災
後
に
宮
城
県
気
仙
沼
市
や
南
三
陸
町
で
生

ま
れ
た
手
芸
サ
ー
ク
ル
は
、
今
も
女
性
た
ち
で
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
る
。
震
災
で
傷
つ
き

孤
独
を
感
じ
た
と
き
も
、
癒
し
と
な
っ
た
の
は
編
み
物
で
あ
り
、
手
芸
で
つ
な
が

る
絆き

ず
な

で
あ
っ
た
。

震
災
と
手
芸
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
塩し

お

本も
と 

美み

紀き

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
イ
副
代
表

手芸考

て
く
れ
る
参
加
者
た
ち
が
い
た
。「
無
理
に
話
を
し

な
く
て
も
い
い
か
ら
、
来
ら
れ
る
」。
一
カ
月
、
半
年
、

一
年
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
空
気
が
柔
ら
か
く
な
っ

て
い
っ
た
。
地
元
団
体
ス
タ
ッ
フ
の
心
配
り
も
大
き

か
っ
た
。
人
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
、
安
心
な
場

に
な
る
に
は
時
間
と
手
間
が
か
か
る
。

非
日
常
か
ら
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

と
き
は
流
れ
、
二
〇
一
七
年
春
、
南
三
陸
。
定
休

日
の
美
容
院
の
一
画
は
シ
ニ
ア
女
性
た
ち
の
元
気
な

声
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
支
援
の
刺し

繍し
ゅ
う

講
座
か
ら
生

ま
れ
た
刺
し
子
サ
ー
ク
ル
は
毎
月
二
回
の
ペ
ー
ス
で

続
き
、
み
ん
な
の
刺
し
子
の
腕
も
み
る
み
る
上
が
っ

て
い
る
。
机
に
作
品
を
並
べ
て
の
見
せ
合
い
っ
こ
は

い
つ
か
み
た
光
景
と
同
じ
。
知
ら
な
い
人
に
「
素
敵

な
バ
ッ
グ
、
ど
こ
で
買
っ
た
ん
で
す
か
？
」
と
聞
か

れ
て
誇
ら
し
か
っ
た
そ
う
だ
。

こ
こ
は
刺
し
子
が
好
き
に
な
っ
た
人
た
ち
が
大
事

に
作
っ
て
き
た
居
場
所
だ
。
隣
町
に
引
っ
越
し
た
女

性
も
楽
し
み
に
通
っ
て
い
る
。
新
し
く
仲
間
に
加
わ

る
人
も
い
る
。
夢
中
で
刺
し
て
、
残
り
一
五
分
は
も

ち
寄
っ
た
お
茶
う
け
で
お
し
ゃ
べ
り
大
会
。
た
わ
い

の
な
い
話
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
が
、
地
域
で
暮
ら
す
人

び
と
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
場
を
自
ら
作
っ
た
経
験
と
人
の
つ
な
が
り

が
き
っ
と
、
い
つ
か
訪
れ
う
る
災
害
時
の
力
に
な
る

と
も
思
う
の
だ
。

編
み
物
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た

「
ほ
れ
、
こ
な
い
だ
の
残
り
で
作
っ
て
み
た
っ
ち
ゃ
」

「
わ
あ
、こ
の
前
の
も
い
い
け
ど
、そ
れ
も
い
い
ね
え
」

「
ど
れ
ど
れ
、
ん
ま
あ
、
か
わ
い
い
ご
ど
」

「
作
り
方
教
え
て
け
ろ
」

バラのエコたわしを編む講座、まだ緊張感が漂っている（2012年1月、内田綾撮影）

南三陸町歌津、刺し子サークルのひとこま（2017年5月、栗林美知子撮影）

気仙沼生活支援プロジェクトKでの講座（2013年2月、内田綾撮影）
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ながなんぢゃ

それも言語学者の仕事なの？

What’s in a name?

イ
ギ
リ
ス
は
『
デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
』
紙
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
に
、
こ
ん
な
見
出
し
の
記
事
が
あ
っ
た
。
い
わ
く
、「
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
つ
い
て
あ
な
た
の
知
ら
な
い
二
五
の
驚
く
べ
き
こ
と
」。
温
泉
が

豊
富
に
あ
る
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
多
い
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
は
世

界
で
も
っ
と
も
む
ず
か
し
い
言
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
な
ど
に
ま

じ
っ
て
、「
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
名
前
は
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
る
」

と
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
名
前（
こ
こ
で
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー

ム
。
ち
な
み
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
は
、
人
名
は
日
本
語
と
同
じ
く
、

姓
・
名
の
順
に
し
る
す
）
は
、
日
本
人
の
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
。
と
い
う
の
も
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
付

け
る
名
前
は
、
法
律
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
既
存
の
名
前
の
リ
ス

ト
の
な
か
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
使
用
す
る
漢
字

に
制
限
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
最
近
の
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
自
由
に
名
前
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

日
本
と
は
お
お
ち
が
い
で
あ
る
。

こ
の
名
前
の
リ
ス
ト
を
決
め
て
い
る
の
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
で
あ
る
。
リ
ス
ト
は『
名
前
の
本
』と
い
う
書
籍
に
も
な
っ

て
い
る
し
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
言
語
学
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
名
前
を
検
索
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
あ
る
（http://corpus.

nytud.hu/utonevportal/

［
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
み
］）。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
載
っ
て
い
な
い
名
前
を
戸
籍
に
登
録
し

た
い
場
合
に
は
、
担
当
の
役
所
に
許
可
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
役
所
は
言
語
学
研
究
所
に
検
討
を
依
頼
し
、
言
語
学
者

か
ら
な
る
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
、専
門
的
な
意
見
が
求
め
ら
れ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
と
結
婚
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
暮
ら
し
て
い
る
日

本
人
の
知
人
に
孫
が
生
ま
れ
た
。
ふ
た
つ
ま
で
名
前
を
も
つ
こ
と

が
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
な
な
え
」

と
い
う
日
本
語
の
名
前
を
付
け
た
い
と
、
申
請
し
た
。
言
語
学
研

究
所
で
こ
の
名
前
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
の
が
、
こ
れ
ま
た
知
人

の
日
本
語
研
究
者
だ
っ
た
。

判
断
の
基
準
は
、
日
本
語
由
来
の
名
前
の
場
合
、
そ
れ
が
日
本

語
で
も
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
女
性
の
名
前
な
の
か
、

男
性
の
名
前
な
の
か
が
容
易
に
判
別
で
き
る
こ
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

語
の
正
書
法
に
し
た
が
っ
て
発
音
さ
れ
る
こ
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の

構
造
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
は

女
性
の
名
前
と
男
性
の
名
前
が
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
お
り
、

法
律
で
も
「
子
ど
も
の
性
に
適
し
た
名
前
を
付
け
る
」
と
明
示
さ

れ
て
い
る
。「
な
な
え
」
に
は
な
ん
の
問
題
も
な
く
、
申
請
は
め
で

た
く
認
め
ら
れ
た
。
一
度
認
可
さ
れ
た
名
前
は
、
こ
れ
も
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
先
述
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
、

“N
anae

”
は
女
性
の
名
前
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
登
録
さ
れ
て
い
る
。

日
本
通
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が
自
分
の
子
ど
も
に
「
み
き
お

（M
ikio

）」
と
い
う
名
前
を
申
請
し
た
と
き
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語

に
は
語
末
が
短
い
“ o 

”
で
お
わ
る
語
は
存
在
し
な
い
と
い
う
音

韻
構
造
上
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
か
わ
り
に
長
母
音
“ ó 

”
を
使

用
し
た
“M

ikió

（
み
き
お
ー
）”
と
い
う
語
形
を
提
案
し
、
こ
れ
が

認
め
ら
れ
た
と
い
う
。

結
婚
後
の
女
性
の
姓
名
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
旧
姓

の
ま
ま
も
含
め
て
五
通
り
の
選
択
肢
が
あ
る
が
、
子
の
名
付
け
に

関
し
て
は
、
日
本
の
方
が
自
由
度
が
高
い
と
い
え
よ
う
か
。

早
わ

稲
せ

田
だ

 みか 大阪大学教授
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編集後記

　本館は、「みんぱく」と親しみを込めて呼ばれている。正

式に書くと「国立民族学博物館」となるように、民族学を

中心とする研究所である。18世紀末に生を受けたシーボル

トは日本において民族学的な資料の収集をおこない、その

コレクションから日本博物館を開設した。「民族学」と「博

物館」というキーワードを介して、いわば本館とシーボル

トはつながるわけである。本号では、そうした彼の日本博

物館が150年ぶりによみがえる特別展「よみがえれ！ シーボ

ルトの日本博物館」と連動する特集を組んだ。民族学や博

物館のありようは、シーボルトの時代から大きな変化を遂

げている。40周年という節目を迎えた年に当館で開催され

るのも何かの縁であろう。個人的には、本展示を通じて時

代や学問の変化を見返すとともに、民族学博物館の将来に

ついて考える機会としたい。（丹羽典生）
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次号の予告
特集

企画展「カナダ先住民の文化の力
―過去、現在、未来」関連

●表紙：フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト著『日本からの公開状』 
シーボルトとその長男アレクサンダー   
ミュンヘン五大陸博物館蔵　   
©Museum Fünf Kontinente, Munich （MFK）
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みんぱくフェイスブック
https://www.facebook.com/MINPAKU.official/
みんぱくツイッター
https://twitter.com/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

みんぱくをもっと楽しみたい
人のために―会員制度のご案内
国立民族学博物館友の会
本館展示の無料入館や特別展示の観覧料割引にくわえ、
『月刊みんぱく』や会員機関誌『季刊民族学』などの定期
刊行物や、毎月の友の会講演会、セミナーなどを通して
多様な文化の情報を提供しています。

みんぱくフリーパス
1年間、本館展示へ何度でも無料で入館いただけます（特
別展示は観覧料割引）。他にも、みんぱくを楽しむための
特典がいっぱいです。

国立民族学博物館キャンパスメンバーズ
みんぱくと大学等教育機関との連携を図り、文化人類学、
民族学にふれる学びの場を提供することを目的とした会員
制度です。

詳細については、一般財団法人千里文化財団まで
お問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）




